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会   議 録 

会 議 の 名 称 第１２回所沢駅周辺まちづくり連絡協議会 

開 催 日 時 令和４年１１月１６日（水）１５：００～１７：００ 

開 催 場 所 所沢市上下水道局 ３階大会議室 

出席者の氏名 

委員 岸井 隆幸、樋口 清秀、久保田 尚、内田 勉、佐藤 龍一、 

岩澤 貴顕（町田 明 代理者）、朝日 直樹、田畑 大介、 

関口 雄二、藤井 義明、市川 雅巳、柳 麻貴、齋藤 雅裕、 

鈴木 由紀子、村田 和夫、鈴木 哲也、鈴木 明彦、埜澤 好美、

遠藤 弘樹 

欠席者の氏名 
委員 廣野 優介、大木 敬治、中沢 善昭、真庭 輝明、瀬戸山 芳毅、

日橋 忠洋、平岩 敏和 

説 明 者 の 

職・氏名 

都市計画課 副主幹 小暮 桂介 

所沢駅西口区画整理事務所 参事 工藤 順一 

商業観光課長 築地 将司 

議 題 
（１）歩行者ネットワーク形成に向けて 
（２）商業部会について 

会 議 資 料 

・次第（配布資料１） 

・所沢駅周辺まちづくり連絡協議会委員名簿（配布資料２） 

・所沢駅周辺グランドデザイン 概要説明資料（配布資料３） 

・所沢駅周辺まちづくり連絡協議会（第12回）説明資料（配布資料４） 

・所沢駅周辺グランドデザイン≪概要版≫（参考資料） 

担 当 部 課 名 

経営企画部         次長  柳田 晃芳 

市民部 

 地域づくり推進課     次長  田中 政美 

産業経済部         次長  青木 一圭 

商業観光課        課長  築地 将司 

街づくり計画部       次長  畑中 武 

              参事  塩﨑 雄 

              参事  強矢 賢 

 所沢駅西口区画整理事務所 参事  工藤 順一 

主幹  宮﨑 智弘 

主幹  森田 敏幸 

主査  郡山 馨 

主任  柴田 昌孝 

主任  栁澤 健太 

主任  市野 健太郎 

 都市計画課        課長  髙野 淳 

市街地整備課       課長  鎌田 実幸 

副主幹 小川 桂子 

主査  長谷川 正美 

主任  山賀 将来 

主任  齊木 亮太 

技師  佐藤 夏実 

 

市街地整備課 電話 ０４－２９９８－９２０８ 
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発 言 者 内  容 

１．開  会    司会より     

２．挨  拶    会長より 

３．委員紹介（欠席者の報告） 司会より 

４．その他     会議公開の報告、傍聴者の有無  司会より 

５．議  事   議題（１）歩行者ネットワーク形成に向けて 
（２）商業部会について 

  【資料３及び４】 

会 長 まず、議題については、（１）、（２）の説明を一括して行い、その後

に（１）、（２）の討議を行う。議題について、事務局より説明を願い

たい。 

 

事 務 局 

 

（議題（１）「歩行者ネットワーク形成に向けて」の内、所沢駅周辺

グランドデザインの概要説明を配布資料３に基づき都市計画課より、

所沢駅西口駅前広場の整備についての説明を配布資料４に基づき所沢

駅西口区画整理事務所より行いました。また、議題（２）「商業部会に

ついて」を商業観光課より説明を行いました。） 

 

会 長 

 

 

事 務 局 

 

 

会 長 

 

事 務 局 

 

 

会 長 

最初にお話のあった所沢駅西口駅前広場の整備については令和１０年

頃の完成を目指すということで良いか。 

 

都市計画道路所沢駅ふれあい通り線の完成が令和１０年の予定である

ため、駅前広場についても令和１０年の完成を目指している。 

 

令和１０年の完成を目指すとなると工事の着工はいつ頃になるのか。 

 

工事の着工は令和８年度頃を想定している。令和８年、９年頃に着工

し令和１０年の完成を目指したい。 

 

令和８年頃の工事着工であれば少し時間的に余裕があるため、いろい

ろなアイデアを踏まえながら計画を進めていただきたいと思う。それ

では委員の方々から意見をいただきたい。 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、西口駅前はロータリーであり広場の位置づけにはなっていない。

また、人の流れに関するデータが不足している。所沢駅のロータリー

に入ってくる人の流れは何本になるか、スクランブル交差点の方から

所沢駅に向かって時間帯によってどれくらいの人数が流れてくるか、

南口の方から、これは吾妻地区の方が主に使われる道路となるが、ど

れくらいの人数の出入りがあるか、青梅の方に向かっていく人がどれ

くらいいるか、こういったリサーチをしたものが何も出ていない。あ

の狭いところを広場にするということに説得力が全然ない。今回事例

として挙げている流山について、つくばエクスプレスが開通して２０

年経っているかいないかだが、駅は元々畑であったところなので所沢

駅とは条件が大きく異なる。それよりも目黒の祐天寺駅の駅前広場や

九州の熊本駅が参考になるのではないか。熊本駅の駅前広場では熊本

の名水を真ん中に持ってきたり、トイレに木を多く使ったり、千人規

模の人を収容できる広場にしたり、市民が広場を造ることに税金を使

って良いと思えるような内容となっている。こういった根本的なこと

を行っていなくて、ただ広場を造りたいという所沢市の考えであれば、
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会 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

会 長 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

市民として税金を出すことはできない。また、令和８年度のアンダー

パス完成後に広場の整備に着手するということは、もしかしたらの話

であるので、そうすると使わない道路が出てくると思われる。これに

対してシェアードスペースを取り入れることを考えなくてはいけな

い。それが提案内容にまったく反映されていない。大阪の御堂筋では

車線を一つにして、半分は歩行者用の道とするということをやってい

る。海外では既に人・車・自転車が一緒になって道路を使用していこ

うという取り組みを行っている。まだ、時間に余裕があるので、どう

して広場を造らなければならないのかという、市民に対する説得力の

ある提案をしてほしい。中途半端なデッキで、回遊性という言葉を持

たすことはできない。デッキは丸くする必要がある。プロペ通りに行

くには階段を降りないといけないが、階段は危険である。そしてデッ

キの下の部分はどうしていくのか。また店舗への荷捌きの車は１日何

台利用しているのか。そういったデータが出ていない。提案の荷捌き

の車の位置は狭くて危ない。また現在のバス、タクシー、一般車が停

車しているところは車道を人が横切っていくので危険であるが、そう

いったことを解消するために全体的にフラットにしなければならない

というような建設的な提案がない。特に流山の事例を乗せたことは納

得できない。自由が丘の事例については、３つの路線が乗り入れてい

るが、所沢駅は西武線のみなので事例として不適切である。これに対

して担当の先生からお話しいただきたい。 

 

まず前提となるデータに関してどういった事例があるかシェアをお願

いしたい。 

 

人の流れのデータであるが、第３回所沢駅周辺まちづくり連絡協議会

にて所沢駅全体の歩行者の流れについて、データを提示させていただ

いている。さらに第７回協議会において、所沢駅を降りてプロペ通り

側にどれくらい人が流れているか、ロータリー側にどれくらい流れて

いるか、所沢駅西口入口交差点にどれくらい流れているかというとこ

ろまで含めてご提示させていただいている。 

 

そのデータは時間帯での人の流れの情報も入っているのか。 

 

 

１日の人の流れのデータとして提示したため、時間帯のデータは持っ

ているが、提示は行っていない。 

 

そういったものをもう一度整理したい。本日提案のあったＡ案、Ｃ案、

Ｅ案について、それぞれ最低の幅員等を確認しながら進んでいきたい。

また、シェアードスペースの話があったので、シェアードスペースに

ついて久保田先生に解説をお願いしたい。 

 

シェアードスペースとはヨーロッパで考えられた考え方であり、大雑

把に言えば人優先の空間を作っていこうというもの。車を入れないよ

うにするのではなく、歩行者に配慮して通ってもらうような考え方。

結果論ではあるが、説明資料の１６ページ記載の荷捌きの動線はやや

シェアードスペースに近い取り組みである。荷捌きの車は通れないわ

けではないが、歩行者に遠慮してもらうというやり方である。一方、

大阪御堂筋はシェアードスペースというよりは“ほこみち”と呼ばれ

るものである。御堂筋は車線が多いので、一部の車線を通れなくして
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歩行者空間化しテーブルやイスを置いて飲食ができるようにしたりし

て、路上で様々な活動ができるようにしている。日本全体で行われて

いる“ほこみち”というもので、御堂筋は第１号くらいの事例である。

今回の提案の駅前広場に滞留空間を作るというのは、まさにこの“ほ

こみち”の考え方である。この滞留空間でどんな活動をするかという

のは今後考えていくところではないかと思う。 

 

シェアードスペースに関していうと、車道と歩道を同じような設えに

して車が歩行者に気遣うようになる仕掛けであったり、時間帯によっ

てボラードが上がったり下がったりして、人が優先の時間は車が中に

入れないようにボラードが上がるようになっており、ある時間帯にサ

ービスでどうしても車を入れるというときにボラードが下がるという

もの。こういったような工夫もある。また、熊本駅前は３０年以上お

付き合いさせていただきやらせてもらったが、一般車にかなり奥の方

に寄っていただいた。新幹線ができたところの前の広い広場で熊本の

空が見えるようにしたかったので、一般の方に奥に引っ込んでもらっ

た。それ以外にも、ビルが建っていて駐車場があるので一般の方はそ

ちらに止めていただこうということも含めて整理した。駅と周りの建

物と広場とを、同じようなこういう場で模型を置いてみんなで一緒に

議論してやっていくというスタイルで造ったものである。今回の所沢

では駅は既にできてしまっているが、できれば駅前広場の周りの建物

が本来どうあるべきなのかということを一緒に考えるともっと所沢ら

しくなると思う。 

 

所沢の街の中を歩かせて回遊性を持たせたいという話があったが、２

０数年前に西武とダイエーができて自動車の大渋滞が起こったために

所沢に来ていた客が来なくなった。今回の駅前広場の計画の動線もあ

るが、例えば行政道路を一方通行にするといったような大胆な考え方

をして交通量を減らし中の道は歩行者優先の道にする。そういったこ

とをしないと商店街を歩くといったような回遊性は生まれないのでは

ないか。モールや施設の中というのは、車や自転車が来ないため小さ

い子でも安心して遊べる。しかし、商店街を歩かせる、ましてや、車

や電車が走っているところを歩かせるというのは絶対できないことで

ある。そういったところもよく考えていただきたい。 

 

時間帯を分けて車・バス・人を通すようなシェアードスペースの考え

方をヨーロッパやアメリカで実践しているのは知っている。所沢駅ロ

ータリーはとても狭く出入口が１カ所しかないため、車がゆっくり走

っているからシェアードスペースに適していると思う。また現状では

ロータリーの駅の利用客を出迎える部分が狭い。タクシーも停車する

ため、ロータリーの駅とは反対側に車を停車させている。そうすると

ロータリーを横断して迎えの車に乗ることになる。そのために一般車

が入るロータリー部分はシェアードスペース化した方が良いのではと

考えた。シェアードスペースといっても様々な手法があるが、どれを

やるにしてもデッキを円形にしなければ、シェアードスペースをやる

意味がない。回遊性という言葉を使うのであれば、デッキはプロペ通

りの方まで円形にしなければ回遊性が生まれない。事務局に質問だが

Ｂデッキについては所沢市の市民のお金で造るのか確認したい。ワル

ツは８時閉店である。２４時間開けておくわけにはいかないと思う。

駅は出発点である。ここに遊びにくる場ではなく、スムーズに電車に

乗ってあるいは降りて家に帰って会社に行くのが駅である。ここに来
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てほしい、皆さんおいでくださいという場ではない。そういう場所に

したいのであればきちんとした円形のデッキを造り、上が歩行者で、

下が公共交通機関など形の良いものを造るのであれば良いが、この提

案はとても無様である。これだけの市職員がいるのにもかかわらずま

ともなアイデアが出てこない、一般市民にこんなことを言われること

自体がおかしい。何回くだらない提案を出してくるのか。もっとまと

もに考えていただきたい。最後にアンダーパスが完成した際に、ワル

ツの横の道が必要なくなるがどのように考えているのか。 

 

デッキの建設費について説明させていただきたいと思う。まず、建設

するデッキだが、説明資料の１４ページの図面において、既存のワル

ツのデッキから再開発ビルをつなぐデッキがＡデッキである。また、

ワルツ所沢から広域商業施設をつなぐゼブラで塗られたデッキがＢデ

ッキ、再開発ビルと広域商業施設をつなぐゼブラで塗られたものがＣ

デッキである。今後Ｂ、Ｃデッキを整備していくが、既に整備されて

いるＡデッキを含めて、国の補助金が投入できる部分は投入し、残り

の部分について所沢市と開発事業者の間で１／２ずつ負担することと

なる。その負担割合の中でＢデッキは開発事業者の負担となることで

進められている。 

 

Ｅ案の駅前広場のデッキの費用はどうなるのか。 

 

現状、開発事業者と所沢市の間での建設費用の負担についての話はで

きていない。 

 

つまり、現状としては、Ｅ案のデッキは税金を投入して建設するとい

うことでよろしいか。 

 

その通りである。 

 

 

大踏切付近の道路はどうなるのか。 

 

所沢駅ふれあい通り線が整備されると、１４ページに示されている大

踏切は廃止となる予定である。ワルツ所沢の南側にある中央通り線か

ら大踏切までつながっている道路及びこの道路から所沢駅西口ロータ

リーにつながっている道路は大踏切を渡る方への需要は無くなるが、

ワルツ所沢の駐車場入り口につながる道路のため、ワルツ所沢を利用

する方が主に使用していくこととなると考えられる。この２つの道路

の内、大踏切から西口ロータリーにつながる道路については、現在歩

行者専用道路となっている。前々回の協議会において、この道路を使

ってバス・タクシーの流れを誘導するという提案をさせていただいた

が、出席された委員の方々の賛同を得られなかったため、現状のまま

歩行者専用道路として利用していただくことを考えている。 

 

３点ほど意見を述べさせていただきたい。西武、住友商事は、“所沢

らしさを育み、都市と郊外の２つの魅力を享受できる「所沢スタイル」

を創造・発信する拠点開発”や“キーフレーズとして「ほほえみリビ

ングタウン～この街を我が家のように～」”というものを掲げて所沢

エリアを「ベッドタウン」から、「暮らす・働く・学ぶ・遊ぶ」の４

要素が揃った「リビングタウン」へと進化させる取り組みを推進して



 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

委 員 

 

 

事 務 局 

 

いるとのことだが、この協議会や所沢市としてもこの取組みに対して

議論していただき、共感するのであれば一緒になって取り組んでいた

だきたい。また、所沢駅周辺グランドデザインを語るのであれば、旧

庁舎の跡地にこういうものを造るんだということも併せて考えるべき

だと思う。最後に銀座通りは一方通行としていただきたい。道路の幅

員を広げるということではなくて、今ある中でできることである一方

通行を考えていただきたい。さらに、航空公園駅周辺等に大きい駐車

場を造り、パークアンドライドを利用することで、所沢駅周辺の交通

渋滞を解消できると思うのでご検討いただきたい。 

 

広く街を考えたいというご意見だと思う。西武との関係も、西武の事

業だけで完結してしまうのではなく、その効果が街に波及していく仕

組みを構築していくことが必要だという意見であった。所沢市として

も単にプレイスとして考えるのではなく、システムとして考えられな

いかということだと思う。所沢市の方で何か意見があるか。 

 

今回は駅前広場に絞ってご提案させていただいたが、もう少し範囲を

広げて検討していく必要があるとのご意見を多数いただいたので、そ

の方法も含めて進め方を検討していきたい。 

 

全体がある中での駅前広場だと私は考えている。 

 

 

所沢駅周辺グランドデザインに関して、西武の社内で、街づくりの動

きが出てきているとのことで「西武つなぐプロジェクト」だったかと

思うが、それとも連携して街の回遊性・活性化に協力していければと

考えている。 
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車と人との時間帯に関して、祐天寺では昼間の２時間ごとの車の流れ

をデータとして住民に提供している。また、所沢駅の道案内に関して、

改札の前に東西出口にどんなものがあるかという案内板を西武に造っ

ていただきたい。街の出発点である駅に、他県から来た方に方向性を

示すことができる案内板が必要である。所沢市には郵便ポストのとこ

ろにスペースがあるので案内板を造っていただきたい。プロペ通りの

先に、秋田家や東町市街地再開発事業地内に賑わい創出の広場ができ

るので利用されるのではないか。また、荷捌きに関して、プロペ通り

には多くの居酒屋があるので酒類を卸す車が多いが、こういった車が

１日どのくらいの台数になるのか。西友の横にも荷捌きの車が入って

いるので、それが何台になるのか、そういった細かいデータを出すべ

きである。そいったデータによって荷捌きの車用のスペースを造るこ

とに説得力が得られる。紙の資料では分かりづらいので模型を作って

いただきたい。 

 

説明文書についてはもう少し分かりやすくした方が良い。市民へのア

ンケートという話もあるので、なるべく一般の方にも伝わるようにし

ていただきたい。サインについての話はグランドデザインに呼応する

ところがある。渋谷駅でサインの連続を作ったが、駅から街へ出てい

く際も同じようにサインを作った。渋谷駅からしばらく歩くとインフ

ォメーションのマークが出てきて、そこに街のサインが出てくる。こ

ういったサインシステムを作るとそれなりに人が集まってくるので検

討していただきたい。 
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所沢駅周辺の課題であるが、所沢駅の利用者はまず通勤・通学・旅行

者である。そこに規模の大きい商業集積地があり、さらにここに広域

商業施設内に１５０店舗が開設される予定である。繫栄してもらわな

ければならないため、もっと集客をしなければならないし、なおかつ、

ここに自由の空間を楽しんでもらおうとする人が来ると第３の目的の

利用者が来ることになる。どれぐらいの人が集まるのかということを

良く整理する必要がある。所沢市は街づくりとして人が過ごせる空間

をと言っているが、現状を見るとプロペ通りにはすごい商店街が展開

しており、昼間に歩いてみたが、混んでいる店、空いている店とある

わけだが、これにさらに１５０店舗開店するという話と、広域商業施

設には１７００台収容の駐車場が用意されているが、所沢市内及び周

辺市から車が殺到してくることになるため、そうすると混雑という問

題をどうするかということになる。韓国の梨泰院の雑踏事故について、

東大の混雑論の先生にお聞きしたら、行動経済学でいう「ナッジ」と

いう工夫が足りなかったとのこと。日本では交通に関して、右側通行・

左側通行で分ける場合、矢印を書いたり、出入り口にポールを立てて

迂回させるようにしたりして混雑しないようにしている。こういった

混雑をどうするかという話は、人が多い、少ないではなく、流れをど

う流すかということを考えなければならない。できればこの流れが店

に行ってくれたら良い。それから、物流については個々の車にさせる

のか、それとも公共交通にするのか。公共交通にしても、人の交通も

物流も公共にできるのではないか。私の住んでいる東急百貨店は買い

物したものを配送してくれる。バスで買い物に来て、バスで帰り、買

ったものはその日のうちに配送してもらえる。そのためには、配送業

者が必要である。私は２年ほど前まで総務省の郵政行政分科会の会長

をしていた。現在、郵便は自由化しており、民間の業者が入ることが

できる。私が辞める時までに５００を超えるくらいの業者が配達を行

うことができるようになった。配送をしてくれる人を作ることができ

れば、バスで買い物に来てバスで帰ることができる。そうすれば少し

は車の台数を減らすことができる。まずは混雑について考えましょう

ということ。二つ目は人の混雑をどう流すかを考えること。三つ目は

“働く”ということの追加がある。この空間でどうするかというと、

西口のこの建物で働けば良いという話である。これを市の政策として

立ち上げていけば、さらに人が集まって、良い働き場がある、良く学

ぶことができるというところまで結んでいけば、もっと良い計画にな

るのではないか。 

 

交通問題、人の流れの問題が一番気になる。委員の方々にはそれぞれ

立場があり、商店街の関係者の方々もいらっしゃると思うが、我々町

内会となると今まで住んでいる方は高齢化となってきて、空き家も増

えてきている。マンションが建って人口は増えているが、昔から住ん

でいる方は少なくなってきている。いろいろな意味で所沢駅を中心に、

活性化されるのは良いことであると思う。それとは別に、昔から住ん

でいる我々の立場からすると、先ほどダイエーができたときの話が出

たが、大きな商業施設ができたときの交通渋滞の問題が最も大きい問

題である。これからできる商業施設だけを考えるのではなくて、所沢

駅前には様々な施設があり、他にも新しく建つビルもあると思うので、

それらを総合的に考えて、車がどのくらいの量出入りするのか、また、

そこには人もあるので、現状道路もでこぼこで高齢者からは歩き難い

という声もある中で、どうすればお互いが良くなるかというところを
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ぜひ考えていただきたい。こちらの資料を見ると対象地区が旧町地区

と記載があるが、この協議会に出席しているのは、所沢駅西口に近い

町内会だけなので、ぜひ他の旧町地区の町内会の関係者の方にも説明

をしていただいて、意見を取り入れていただきたい。住んでいる方、

これから所沢に入ってくる方が、これができて良かったとお互いにな

るようにしていただきたい。車の問題と人の流れの問題をぜひ検討し

ていただきたいと思う。 

 

先日いただいた資料で所沢駅の乗降客が１０万人で、乗り換え客が１

１万人いるとのこと。半蔵門線と銀座線の三越前駅はいったん改札を

出る必要があるが、３０分以内なら同じ切符で乗り換えが可能である。

その間に三越で買い物をすることができる。同じことを所沢駅でする

ことができれば、小手指に住む方が、電車で所沢駅に行って買い物を

し、荷物は配送してもらい電車で帰ることができるので、少しは車の

利用減少となるのではないか。また、これは逆の効果であるが、九段

下駅の半蔵門線ホームと都営新宿線ホームは並んだ位置にあるが、長

年その間に壁があり、階段を昇降しないと行き来ができなかった。こ

の壁を撤去したところ、乗り換えはしやすくなったが、立ち食いそば

屋がほとんど閉店してしまったし、駅を降りる方が減少してしまった。

三越駅前のようなことをすることは可能であるか。 

 

西武鉄道の現状のルールでは、一度改札を出た方は、再度切符を購入

していただいて入場していただいており、他社で行っているような、

時間や距離で再入場できるというような定めはない。いただいたご意

見を社内に持ち帰って検討させていただきたい。 

 

所沢駅はいろいろなところからアクセスしやすい。そこが大きなポイ

ントである。もう少し広い範囲の郊外に全体に対してサービスを提供

できる。そしてそのサービスの質をどう上げていくか。それがこのエ

リアの繁栄にもつながり、おそらくその周辺の住まう方の生活も豊に

なる。ここに来れば誰かに会えるとか、新しい仕事も見つかる、社会

に貢献できる、そのチャンスを探せる。そういったことが、先程の働

きにつながる。“社会の仕事は流山でやる”というキャッチフレーズ

でマッチングをされた方がいて、こういった社会に参画するチャンス

を新しい場所で作るということも重要である。 

 

おおたかの森の紹介があったと思うが、空間的に上品で有名な場所で

はあるが、実際に行ってみると駅の周りはかなり渋滞が起きている。

駅に向かおうとする車が、商業施設に向かう車に挟まれてしまい身動

きが取れない状態になっている。やはり駅の周りに大きい商業施設が

できればどうしても渋滞してしまう。個々のお店の分析では渋滞しな

いことになっているが、積み重なっていくと渋滞してしまうのは目に

見えている。先ほどもお話が出たが、パークアンドライドについては

基本にしていかないといけないと強く感じている。開業までの間に、

特に土日に利用できる周辺の駐車場がどこにどれだけあるのかという

ことを、既にされているとは思うが、リサーチしていただいて、最大

限に活用していただきたい。しかし、これだけでは不十分で、駐車場

に関しては、まだ料金ポリシーは伺っていないが、買い物をすると割

引がされ、実質無料となることがほとんどであるので、パークアンド

ライドで離れたところに駐車して、そこから電車で来た人が、駐車料

金と電車賃を含めた方が安くなるよう、プライシングまで踏み込んで
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検討していただく必要がある。そうしなければ、結局多くの方が車で

来てしまう。実質的にパークアンドライドが機能するようなシステム

を検討していただきたい。 

 

鉄道は人を運ぶというサービスを提供していて、それで満足が得られ

る。それだけではなく、エリアで動くことを考えていただいて、料金

システムの検討をしていただきたい。所沢に出てきて今日は買い物、

明日は社会参加の活動、その次の日はボランティアに行く等、いろい

ろな形で社会に出てきてもらう。その仕組みをみんなでやるというの

はとても大事なことで、その結果として商売がある。商売が先にある

のではなくて、地域の人たちが幸せになるために何をやらなければな

らないかを考えたときに、一人でデリバリーをとって、家でご飯を食

べて誰とも話をしないという孤独は良くない。その孤独をみんなでカ

バーし合うためには、チャンスがあって楽しくて面白くなくてはなら

ない。そういう仕組みをこの機会に作りたい。駅前広場を作るスケジ

ュールに多少の時間的余裕ができたので、地域としての大きなありか

たを提示することからもう一度冷静に考えたい。 

 

鉄道事業者として、駅前広場は交通結節点であり、駅に来られる方、

駅から出られる方、それは歩行者であり、車、バス、タクシーという

ところとなるが、利便性の向上という観点から人の流れ、車の量など

を踏まえながら、大きさ等の内容を検討していく必要があると考えて

いる。また、西口については、西武鉄道の路地も含まれているため、

引き続き協議をさせていただきたい。また、質問であるが、先ほど令

和８年から工事という話であったが、工事を行うための実際の設計等

は、どれくらいのスケジュールを考えているのか。 

 

現時点で具体的なスケジュールは決まっていないが、工事を行う１、

２年前には実際の工事のための設計を行うこととなるため、今から２、

３年後に設計を行うこととなると思われる。 

 

設計を始めるのが２、３年後とはいっても、荷捌きの車のスペース等

の、実験や練習をしなければ上手くいかないものもあるかと思う。実

験等をするのであれば、それだけで１年かかってしまう。時間的余裕

があると言っても、そうやって時間をとって勉強をする必要があるも

のもあるため、考えながらやっていきたい。今日出た意見を整理して

いただきたい。特にスケジュール等は共有する必要がある。 

６.  閉  会 

 

司会より閉会 

副会長より閉会の挨拶 

委員の方々に置かれては積極的な意見ありがとうございました。全て

の意見が有効的なものなので、着実にまとめて整理し、次の議論に持

っていくことを大原則としたい。また、スケジュールの話が出たが、

次回は具体的なスケジュールを出していただいて、なおかつ意見が出

ていたように分かりやすい図面を提供してもらいたい。ここに出席さ

れている方々全員が納得できるような街づくりをしてもらいたい。次

回も有効な議論となるように祈念して終了としたい。（終了）。 

（以上） 

  

   

  


